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ワクチン接種のメリット・デメリット（別紙リーフレットあり） 
1-1) ワクチンを接種するメリット 
• 新型コロナウイルスに感染しづらくなる。 
• 万が⼀新型コロナウイルスに感染しても症状が出にくくなり、咳や⿐⽔が出にくいこと

で⾶沫を⾶ばす機会が減り、⼈にうつすリスクが減る。後遺症の発症リスクを減らすこ
とができる。 

• 万が⼀新型コロナウイルス感染症を発症しても、重症化のリスクを⼤きく減らすことが
できる。 

• 無症状で済んだとしても新型コロナウイルス感染後 2-6 週で発症する可能性のある⼩児
多系統炎症性症候群(MIS-C)の発症リスクを⼤きく減らすことができる。 

• 1-2) ワクチンを接種するデメリット 
• ワクチン接種後、数⽇間は肩の痛み、頭痛、倦怠感、発熱といった副反応が出ることが

ある(特に 2 回⽬や 3 回⽬の接種後)。 
• ワクチン接種後に極めてまれに⼼筋炎を起こすことがある。武⽥/モデルナ社製のワクチ

ンの 2 回⽬を接種した男性に⽐較的多い。(若年男性はファイザー社製ワクチンを選択す
ることでリスクを減らすことができる) 
国内では 10 万⼈接種あたりの⼼筋炎の発症頻度は以下の通り。（新潟県 12-15 歳⼈⼝は
令和 3 年 10 ⽉時点で約 7.4 万⼈）。 

• 現時点でのデータでは、3 回⽬のワクチン接種(ファイザー社製)後の⼼筋炎発症の頻度は
2 回⽬よりも低いと報告されている。 

 
  



2-1) ワクチンを接種しないメリット 
• ワクチンの副反応がない 
2-2) デメリット 
• 周囲に新型コロナウイルスが流⾏している限りは、新型コロナウイルスに対してマス

ク、⼿洗い、換気などの感染対策以上には追加の対策ができず、感染リスクをさらに減
らすことができない。 

• 罹った場合に、味覚・嗅覚障害などの後遺症や重症化のリスクがある(ワクチン接種で後
遺症の発症や重症化が減少する)。 

• 無症状で済んだとしても新型コロナ感染後 2-6 週で発症する可能性のある MIS-C の発症
を予防する⼿段がない。 

 
オミクロン流⾏下における新型コロナワクチンの効果の留意点 
• 以前流⾏していた変異ウイルスと異なり、オミクロンでは新型コロナウイルスワクチン

の有効性は低下する。新型コロナウイルスの効果は最後に接種した時点から、時間の経
過とともに減少するが、オミクロンでは以前の変異ウイルスよりも効果が減少する速度
が速い。(⽶国で⾏った 12-15 歳のワクチンの感染予防効果を調べた研究では、2 回⽬の
ワクチン接種から 14-149⽇経過後の感染予防効果はデルタに対しては 87%であった
が、オミクロンに対しては 59%であった。) 

• 重症化予防効果は感染予防効果や⼊院予防効果などと⽐べて効果が⻑く続きやすい。
(12-18歳にファイザー社製ワクチンを 2 回接種したあとのオミクロンに対する⼊院予防
効果や重症化予防効果を調べた研究では、⼊院予防効果が 40%であったのに対し、重症
化予防効果は 79%であった。研究対象者は 2 回⽬のワクチン接種から 2 週間から 11 か
⽉ほど経過していた。) 

• 2 回⽬のワクチン接種から時間が空いていても、3 回⽬を接種することでワクチンの効果
は回復する。(英国で成⼈を対象にオミクロンの発症予防効果を調べた研究では、1 回⽬
から 3 回⽬すべてをファイザー社製ワクチンの接種者では 3 回⽬接種から 2-4 週後で
67.2%、10 週以上後で 45.7%の発症予防効果であった。1-2 回⽬がモデルナ社製で、3 回
⽬がファイザー社製ワクチンの接種者では 2-4 週経過後で 64.9%の発症予防効果であっ
た。) 

 
1 回⽬から 3 回⽬までのワクチンの種類や接種間隔などについて 
• 1 回⽬・2 回⽬はファイザー社製および武⽥/モデルナ社製が承認されており、ファイザ

ー社製は 3 週間の間隔で、モデルナ製は 4 週間の間隔で接種する。 
• 3 回⽬のワクチンについてはファイザー社製のみが承認されている。2 回⽬の接種から 6

か⽉程度経過している⼈に接種券が配布されている。(⾃治体によって異なる場合があ
る。) 



• 1-2 回⽬に武⽥/モデルナ社製のワクチンを接種していても、3 回⽬としてファイザー社
製のワクチンを接種することが可能である。 

 
ワクチン接種前後の対応において⼩児特有の留意すべき点 
• 特に思春期に、予防接種ストレス関連反応が発⽣しやすい。特に、注射への恐怖⼼が強

い場合、起⽴性調節障害を有する場合に起こりやすい。 
• ワクチン接種前後の不安、恐怖などのストレスを契機として、特に⾎管迷⾛神経反射が

起こり、失神することがある。 
• 周囲の⼦どもの様⼦などの影響を受けて連鎖して⽣じることもある。 
• 予防するためには①事前にワクチン接種に関する⼗分な説明を⾏い、不安の除去に努め

る②落ち着いた雰囲気でワクチン接種を⾏う③接種後 15分は椅⼦に腰掛けるかベッドで
臥床する、ことが重要である。失神を起こす恐れがある場合には、あらかじめベッドで
臥床した状態でワクチンを接種し、接種後 30分は体調変化の有無を観察する⽅法があ
る。 

• 予防接種ストレス関連反応については、⽇本⼩児科学会の『知っておきたいわくちん情
報』を参照してもらいたい。 

 
集団接種の際の留意点 
• 本⼈や保護者への⼗分な説明のための時間確保は当⽇のみでは困難なため、事前に説明
⽂書を渡して読んでおいてもらう。 

• 接種後の有害事象に対して迅速な対応が可能な体制を準備しておく（その場でのアナフ
ィラキシーに対する処置やその後の搬送先医療機関の選定）。 

• 接種後帰宅以降の体調不良時の対応も予め決めておく（かかりつけ医への受診など）。 
• 接種を希望しない⼦どもが⼼理的に負担軽減となるよう、また、特定されづらくなるよ

うに、放課後や休⽇、⻑期休業期間などに接種⽇を設定する。 
• 特別⽀援学校など、基礎疾患を有し重症化リスクのある⼦どもが複数在籍していて、個

別接種のためにかかりつけ医を受診する移動の負担が⼤きい場合には、集団接種を積極
的に考慮してもよい。  



ワクチンを接種しない⼦どもが差別やいじめを受けない配慮 
• ワクチン接種は強制ではないこと 
• 様々な理由でワクチン接種ができない、もしくは希望しない⼈もいて、その判断は尊重

されるべきであること 
を⼦どもと保護者に理解を求める 
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